	以下の記事を読み、コメントを書いて下さい（400字以上）

	脱法ドラッグについての問題は、メディアで流れるドラッグが原因の事故からは想像しづらい、音楽やファッションといった身近な分野から始まったということに驚きがあったので、より興味をもった。記事にも出ていたが、今ではやはり不良のものという印象が強いが、外国の様子やファッション業界のバイヤーが持ってくるという話には、脱法ドラッグのイメージを覆すものがあった。また、生活保護についてはなにより個人のお金の話というのはその人のプライバシーを覗くということでもあり、一市民にできることは少ないかもしれないが、ドラッグは社会のイメージに左右されることも多いと書いてあったことから、ドラッグの問題の方が、私達にできる範囲が広いのではないか。脱法ではなく危険ドラッグに名前を変えたのもこのような働きの一つだろう。しかしそもそもドラッグを吸う人生を否定できるのかという問題もここには潜んでいるように思う。もちろん、事件や事故が起きることからドラッグは法律で禁ずるべきだと思うが、理性的に吸っている人に対してどこまで個人に踏み込んでいけるのかは非常に難しい問題なのではないか。

	「危険ドラッグ」に興味を持った。
生活保護の不正受給を闇金業者や暴力団が斡旋しているということも、危険ドラッグが法の網間を縫って蔓延していることも事実としては知っていたが、両方の記事に共通して先生が仰っていた「黒を真っ黒にすることでグレーが白に見えてしまう」という主張そのものが大変興味深かった。
その中でも危険ドラッグに強く興味を惹かれた理由としては、一つに、生活保護の不正受給は、主人公が受給者でなく、闇金融業者である一方、危険ドラッグの「グレーを白とし、許容する」のがドラッグ使用者本人である点だ。現状闇金業者でもなんでもない私にとって、後者のほうがより現実味をもって話を読むことができた。
二つ目の理由は社会における善悪の線引きが常に変化し続ける今、「グレーを白と思い込む」ことは、意識的なものでなく、半ば、「思い込まねばやってられない」というなげやりな態度にむすびつきやすいと危機感を持ったからだ。危険ドラッグは従来の違法薬物との決定的なボーダーを常にかいくぐる存在であり、現代の変化しつづける価値観の象徴のような気がした。

	「こんな闇があるのか」というのが正直な感想であった。生活保護の不正は前々から知っていたしヤクザなりアウトローなりが手を入れビジネス化していたことも知っていた。何に驚いたかというと一つは「無理やり生活保護を受けさせて金を巻き上げる」のではなく、積極的な協力、良好な関係を築いた上でのビジネスであったということである。首が回らなくなった負債者からではなく、国から恒久的に巻き上げるシステム。自分から搾り取られるのではなく国に、善良な市民の税に負債を押し付ける「弱者」に呆れ果てた。
もう一つ、手を引き始めている闇金業者の発言に興味を惹かれた。彼らにとっては小金を掻き集めてくる雑兵に過ぎなくとも、独善的な「弱者」は闇金業者に頼らなくては生きてゆけまい。闇金業者が手を引くのは勝手でも、「弱者」にとっては一大事であろう。負債が帳消しにしてもらえるわけでもなし、今後真っ当に社会復帰するのは困難であろう「弱者」達はどうしてゆくことになるのであろうか。また別の闇に身を投げるのか、それとも社会復帰を目指すのか、できるのか。「弱者」が次はどう打って出るのか。そこにこれからの社会が見えてきそうに思えた。

	生活保護ビジネスと危険ドラッグ、この二つのテーマを比べたとき、より身近に感じられたのは危険ドラッグのほうだ。
理由は二つあって、一つには生活保護ビジネスは弱者の定義に議論の余地があるにせよ一応は弱者を対象としているのに対して、危険ドラッグの対象者はもはや“普通の人”にまで及んでいるという点である。現にわたしの周りでも危険ドラッグを使用している知人の話を耳にしたことがここ数年で何度かある。
もう一つの理由としては、危険ドラッグについての報道からわかるように、危険ドラッグの使用者による事故が多発していることがある。生活保護の場合でも、税金を払っている以上実際には被害を受けているとも言えるのかもしれないが、危険ドラッグによる被害は命の危険にまで及ぶものである。危険ドラッグによる事故で幼い命が失われたとの報道を聞くだけで胸が痛むし、自分自身は勿論、家族や友人など身近な存在がいつ巻き込まれるかわからない恐怖がある。
危険ドラッグも生活保護ビジネスもそれ自体の違法性がグレーゾーンである点では同等だが、間口が広くより日常に近い存在であり、無関係の他者に被害が及ぶ犯罪につながる可能性が高い危険ドラッグは、社会にとってより根深い問題であると考えられる。

	脱法ドラックの話が印象に残った。生活保護受給マニュアルの話も衝撃的ではあったが、生活保護を不正受給している人々の存在は昨今メディアでも取り上げられていたし、裏社会の闇深さを再認識するに留まった。しかし脱法ドラックの話題は今まで気にも留めたことがないものだった。一つ目の理由として、私の中では違法ドラックと脱法ドラックの区別すらきちんと出来ていなかったし、どちらも体に深刻な影響を及ぼすという点で同じではないか、と考えていた。けれど薬の性質にさほどの違いはないにせよ、社会的扱いに大きな違いがあることが記事を通してよくわかった。違法でなければ何をしても良いのだろうか。一般的倫理観に基づくのであれば答えはnoである。しかし現実に起きている問題はこの問いにyesという答えを示している。
この問題の背景には近年の急速なグローバル化も大きく影響しているだろう。様々な人や情報の混入は、流通のシステムにはもちろん、私たちの考え方や価値観にも大きな影響を及ぼした。それ故に日本人として人々が守り続けてきた規範ですら揺るごうとしている。今この瞬間もかつての日本人としての姿を失い、脱法ドラックに走る人々が確かに存在していることは悲しむべきである。このように発展の中で失われたものが大きすぎるということがこの問題に心が留まった二つ目の理由である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	　私はどちらかというと脱法ドラッグの記事に興味を持った。
　記事を読んで、脱法ドラッグを買いに来る人は普通のサラリーマンに見える人が多いというのを聞いて、どこかタバコを吸う人の感覚のようだと思った。タバコもどんどん値上がりしているし、喫煙場所も少なく肩身が狭くなっている。たばこの有害性はドラッグ類よりも格段に低い。１箱450円くらいでほんの少しの気晴らしにしかならない。しかし、箱の警告文や教育によってこれだけ「有害だ」と騒がれて、吸うのはどこか後ろめたいことになっている。「数千円で何回か、何日かもつ」脱法ドラッグは記事に書いてある通り、「脱」法なので「違法よりマシ」と相対的に思ってしまうのだ。規制して危険だと煽るとそこから抜けたものなら大丈夫に思える。また、非合法/合法の二項対立で考えてしまうと脱法という中間にあるものは語られなくなってしまう。言説の罠である。これは規制する側やマスメディアの問題である。
　そしてドラッグと音楽の話が中間に出てきたが、たしかに1990年頃のイギリスではドラッグを吸って踊り明かすイベントがあったと聞くし、日本でもアシッドハウスなどといったトリップしたような感覚を求める音楽が流行ったこともある。音楽は聴覚を通じてどこか別の場所へ連れて行ってくれる。そして、現在もそういったドラッグ的な中毒性の高いトリップする音楽が流行っている。たとえば、アイドルであるチームしゃちほこ「Eくらし」は「『E』とはエクスタシーのEでは？」と言われるくらいトリップ感があるし、ニコニコ動画では音楽を評価する基準として「中毒性」という言葉の入ったタグが存在する。この「中毒」という感覚は音楽以外のものでも流行している。ここ最近、エナジードリンクブームが起こってカフェインの中毒性が問題になったり、油と塩分が多い家系ラーメンは「ブディスト（ラーメン屋である武道家の愛好者）」のように多い人では週に何回も通うような中毒性があるものだと言える。現代人は誰もがどこか普段の生活の中で、どこかやりきれないものを持っている。それの発散としてエナジードリンクや家系ラーメン・タバコ・中毒性の高い音楽などがある。そういったものの先に脱法ドラッグはあるのではないか。

	私は、生活保護のテーマについて興味を持った。理由としては個人的なものと社会的なものがある。個人的なものというのは、つまり就職や将来に不安があり、もしかすると自分も「保護」を受けるんじゃないかという漠然とした予感が存在するからである。この生活保護の記事が明るみに出しているのは、「純粋な弱者」ではない「弱者」がヤミ金の生活保護ビジネスに回収されて生き永らえている点だ。それは「救貧」という美しいテーマで彩られた物語ではおよそなく、限りなく「グレー」な色彩を基調としている。その「グレー」さが、今の自分と重なり合っているというのがまずひとつ。もうひとつ、つまり社会的な理由は、社会構造の本質的な問題は「危険ドラッグ」よりも「生活保護」に現れているという点に由来する。社会の中に潜在する「階級」を抉り出すスティグマとして「生活保護」が表象されているように見える。一方、「危険ドラッグ」はそれよりも「法」と「欲望」の関係が強くあるので、「生活保護」よりも社会性は高くないと思われた。

	私は「生活保護」についての記事に最も興味を持った。
第一の理由としては闇金のイメージを覆されたことが挙げられる。闇金と言うと高い利子で金を貸しつけて、返済できなくなった利用者を暴力的に取り立てるイメージがあった。しかし、本文中の闇金業者は終始穏やかな様子だ。暴力に働きかけるというよりは頭脳に働きかけているように見える。生活保護の受給がスムースにいくように、自治体の担当者の特徴まで綿密に調べて入念なマニュアルがつくられている。闇金業者も、暴力による取り立てよりも生活保護というシステムを利用して金を受給させる方が安定した収入につながると考えたのであろうか。
第二の理由としては「相対的弱者」の弱者化という考え方が面白いと思ったことが挙げられる。社会のどの場面においても「わかりやすい弱者」には皆が手を差し伸べる。しかし本当に助けを必要とする状況に立たされるのはいつでも目を向けられることの少ない「相対的弱者」である。もっと努力ができるのではないかと社会の批判的な目に晒されているうちに、気づけば本当に弱体化し後戻りできない状況に追いやられるのだ。「自分は弱いです」と言えない弱者ほど弱いものはないと思う。
以上の理由から私は「生活保護」の記事に最も興味を持った。

	生活保護の不正受給のほうが興味深かった。理由は二つ。まずは、私が薬物に手を出すことはまずないだろうからである。普通の大学生が、脱法ハーブにかかわる可能性は低い。私たちは、ある程度の経済水準を持つ家庭で育ったから、大学にいる。経済水準が高いと、家庭に問題を抱えている場合は少ないだろう。私たちは、バカでないという意味で教養があり、分別がつく。そのため、その後の人生を崩壊させる可能性のある薬物に手を出さない。
　しかし、生活保護を受ける可能性はある。今の世の中、正社員で終身雇用なんてものは幻想になってしまった。タイミング次第で、失業することはある。
　ところで、生活の水準が下がると、判断ができなくなるというのはよくあるだろう。失業し生活が苦しくなり、薬物に手を出すかもしれないことも、またあるだろう。
　ただ、現段階では、生活保護のほうが可能性高い。それだけの理由である。正直にいえば、どちらもそれほど面白くなかった。

	私は「危険ドラッグ」に関する記事に興味を持った。理由は二つある。一つは、「違法ドラッグ」と「脱法ドラッグ」との差異についてである。これまでも脱法ドラッグによる重大事件は何度も起きており、とりわけ今年の六月に池袋であった、脱法ハーブを服用した男が車で暴走事故を起こすという事件は記憶に新しい。そのため、(「薬」の訳語としてではない)「ドラッグ」という言葉には、それ単体で既に負のイメージが付きまとい、そしてそれは社会的にも「あってはならぬもの」として存在している。私としては、「ドラッグ」におけるそうした前提を考慮に入れたとき、「違法ドラッグ」≠「脱法ドラッグ」という線引きは極めて驚くべきことのように感じた。我々には、ドラマ、映画を始めとするあらゆるメディアを通して、「ドラッグ」は違法なものであると無意識的に認識している側面がある。しかしそれでも尚、芳香剤、観賞用として、強引に「合法なドラッグ」を生み出すというのは極めて矛盾していることのように思われる。もう一つ、筆者に問いかけたいこととしては、何かと白／黒を付けたがる社会システムについてである。「あってはならぬもの」を違法として位置付けると、必然的にその対極として「あってもいいもの」、「違法ではないもの」の存在を規定しなければならなくなり、白／黒の狭間にあったグレーゾーンを「あってもいいもの」として規定してしまうことになると筆者が述べているが、ではなぜ、その「白」になった「グレーゾーン」にサラリーマンのような”普通の人“が惹きつけられてしまうのか、その明確な理由が書かれてないように思われる。もし意味も無しに「脱法ドラッグ」に手を染めてしまうのならば、それは既にして”普通の人”ではないのではないか。

	①生活保護が生活保護でなくなったから。
本来、生活保護は労働することのできない何らかの事情を抱えている人、つまり「然るべき貧困」を抱えている人のためにあるが、最近は記事にもあるように「ただの貧困」のために悪用されている現状があるため。生活保護が「ただの貧困」に悪用されている制度的問題もそうだが、なぜ「ただの貧困」が増えているのか社会的な問題にまでつなげて考えてみたいと思った。
②生活保護が現代社会の「逃げ」の1つになりつつあるから。
最近、「働く貧困層」と呼ばれる、年収200万円以下の「ワーキングプア」の人数は増加の一途をたどり、平均収入が減っている。働いても最低限度の生活が出来るかどうかの収入しか得られない国民が急激に増えてきているのが現状だ。働いても少ししか収入が得られないという不思議な状況もそうだが、もっと危惧すべき状況は、働かなくても生活保護を受ければ、ワーキングプア世帯とほぼ同等の生活が出来てしまうという点だ。例えば、東京・千代田区、40歳、1人暮らしのケースだと、基本額8万3700円、住宅扶助5万3700円（最高限度額）で、合計13万7400円となる。東京のケースなので、若干住宅扶助は高い水準ではあるが、地方でも合計12万円以上はもらえるという文献データがある。これに国民健康保険、国民年金の免除も考えると、月収15～16万、年収にして180～200万円相当の暮らしができるという計算になる。正社員として一生懸命働いて年収200万円、時給900円で1日8時間、週5日アルバイトをして年収200万円と、生活保護を受けていれば自然と年収200万円と同等の生活ができる、選ぶとしたら断然生活保護だろう。だから、不正受給が増えてしまうし、職がなくてもよいと思い生活保護に甘んじてしまう人が増え、一般の労働意欲を奪ってしまうのではなかろうか。これは、日本社会が作ってしまった闇の1つであると思ったから。

	生活保護の問題により関心を持った。自分の生活・納めている税により直接的にかかわる問題であると感じたから、また記事中で指摘されている「グレー」な人々・あるいは自分の中にも存在する「グレー」な部分を無視する風潮にはっとさせられたからだ。若年層の多くが自分たちの年金がもらえるか怪しいと感じている社会で、ふつうに働く人々が国に治めたお金で遊んで暮らしている人がいる。生活保護は必要な制度であると思うが、より広くこの問題が認知され、議論されるべきだと単純に思う。一方で、「弱者」だって人間で、「グレー」な部分も持っているということもより広く意識されるべきであると感じた。記事中のMに怒りを感じる私も、勉学に励み就職活動に力を入れる「純粋な学生」を「意識高い系」などと呼んで揶揄することもある。正義感を振りかざすだけではなにもよりよい方向に向かわないということは、学生としての自分を振り返ると身に染みる。新たな視点をこの生活保護の問題を通じて得られたと思う。

	　危険ドラッグの記事に関心を抱いた。生活保護のテーマも非常に興味深かったが、危険ドラッグを選択したのは、第一により身近なものであったためである。私が主に生活の拠点としているのは豊島区だ。ここは、数ヶ月前にも危険ドラッグによる大規模な事件の現場となった。中国人をはじめとしたアジア圏の人間が多く、治安もあまりよくない。本文中にも中国人がバイヤーとして登場したが、まさにリアルさを感じさせるものだった。第二に、危険ドラッグの簡易性である。大麻と比較して安価であることと、違法でないという安心感が人を誘惑するのだろう。薬物に縁のない人間がドラッグを体験する描写は真に迫ったものであり、逆に普通の人間でもこのようにドラッグを体験可能であることに驚いた。大麻を体験となると、途端に違法となる。しかし危険ドラッグであれば取り締まられてないため、記事のネタとして扱えるのだろう。大麻など「ナチュラル」なものに対する簡易性が、人を魅了するのだろうと考えさせられた。

	　興味を持ったのは、「危険ドラッグ」「脱法ハーブ」の記事である。一つ目の理由は、「脱法ハーブ」の使用は、個人の自由な判断に根差しているため、環境的に「普通」であることで、かえって自分が危険に近づいていることに気づきにくいという点である。生活保護「不正」受給マニュアルの問題は、その問題とは別のところで働く下への重力によって貧困に落ちてしまった人と、そこに関わるヤミ金との関係性から生まれる問題である。「不正」受給の以前に「貧困」という目に見えるアラームを伴っている。しかし、「脱法ドラッグ」は、横並びに同じ地平の上で、自由意思を持った個人が、普通の状態のままで踏み込んでしまう問題であり、自分のちょっとした納得があれば自らを省みるチャンスは少ない。二つ目の理由は、その踏み越えるという判断の部分に、社会の白／黒の線引きという、個人の判断力を超えた領域から影響されていると考えられることである。社会の線引き・漂白が、個人の判断力を上回って、目に見えない形で潜在的に「逆レッテル」の機能が生まれる。規制の動きが人々を脱法ドラッグに駆り立ててしまう潜在的逆機能。生活保護「不正」受給の問題が、「貧困」に根を持つ、ある意味で自然発生的な問題だとすれば、「脱法ドラッグ」の問題はよかれと思った規制や危険性の宣伝が、グレーゾーンに人々を追いやってしまっている問題である。我々は、そのようにして危険を引き寄せていることに常に敏感であらねばならないし、また両義的な側面を持つ社会の動きをどうしていくかという課題と向き合う必要がある。

	危険ドラックについて。この記事から2年以上の月日が経過していて、（名称も含め）少なからず状況は変化しているだろうと想像する部分はあるが、その議論は折り込み済みという前提で理由を述べたい。
ひとつには「黒」の明確化により「グレー」が「白」となる、という状況が依然として続いていることが挙げられる。直近の例でいえば、ロックバンドandymoriのメンバーが危険ドラックを使用した上で川に飛び込み重傷を負い、当初予定されていた武道館の解散ライブが延期になったという事案が該当する。これが仮に覚せい剤の使用によって引き起こされた事案であるなら、当人には刑事罰が下るわけでその後の復帰も容体だけで判断できる状況ではなかっただろう。実際のところ当人の責任を問う声は少なく、むしろ復帰を切望するファンの声が大半を占めていた。今となってはむしろ解散までのストーリーを演出するエピソードとして消費されてしまった印象すら受ける。一方で「黒」なものは「黒」として徹底的に叩くという風潮は（アーティストとしてのスケールの違いはあれど）ASKAの例を挙げるまでもないだろう。
ふたつ目にはこういったルポで登場しがちな「六本木を中心にプレイするDJ」のイメージについてだ。この部分の主論は音楽系カルチャー→店舗→インターネットと販売の主戦場が移行している事態についてだが、このような匿名性をまとった人物の証言はDJひいてはクラブのイメージを偏った形で読者に植え付けかねない。これは風営法問題についても関わるテーマだと思うが、危険ドラッグはコミュニティやクラスタによってAll or Nothingになるものではない。クラブを中心とした夜遊びカルチャーが悪役を一斉に引き受けているという現状は2年前から全く変わっていないのだなとこの記事を読んで感じた。

	危険ドラッグ、かつては脱法ハーブと呼ばれたものだが、この薬物は覚せい剤や大麻等の夜に広く知られている明らかに違法な麻薬と異なり法律上のグレーゾーンに位置する。私がこの記事を選んだ理由は私自身がこの危険ドラックが売られているところを目にしたことがあることと、明らかに危険な薬物であるにも関わらず法律上完全に取り締まることが困難であるということである。
　薬物乱用に関する教育は現在小学校から行われており、その危険度と取り締まる法律の厳しさは多くの人々が知るところであり、実際に薬物を目にする機会はそうそそうないだろう。しかしながら危険ドラックはそうではない。かつて、山手線の某駅でおりた時に「脱法ハーブあります！！」という看板を持った男に駅前で声をかけられたことがあった。脱法ハーブという存在を知っていただけに、そのようなものが駅前で大々的に広告されているということに驚いたことがある。
　脱法ドラックによる事件が相次いだ頃、国会でもそのことが話題になり、脱法ハーブは危険ドラックとして扱われることとなった。しかしながらその販売が完全に違法になったわけではなく、明らかに危険であり、実際に危険ドラックによる事件によって犠牲者が出ているにもかかわらず、法的な拘束力は依然として弱いままである。一刻も早い法改正が望まれる。

	「あってよいもの」、「あってはならぬもの」、その間に引かれた補助線は常に変動している。2つの記事を読んでみて強く思ったのは、「闇」はなくならない、ということである。
　危険ドラッグの記事は、大変興味深いものだった。１つ目の理由としては、「闇金を借りて生活保護を受給する」という表面的に見える部分において、単に脱法ドラッグの方がイメージがしやすかったからだ。東京の街で今も実際に売られており、急激にメディアに取り上げられるようになった。実際に事件も起きているし、それが普通のサラリーマンだったりするのを見ると、電車に乗った隣の人でさえ、もしかしたら脱法ドラッグをしているのではないか、と考えてしまう。それだけ身近に、白でも黒でもない境界線に立つ人々はいる。それだけ簡単に、誰もが入れる隙間が存在する。
　二つ目の理由としては、「ヤクザが組織的に売買を仕切るなんてことはめったにない」という事実に驚嘆したためである。覚せい剤、大麻などの、いわゆる違法薬物というものは、分かりやすい「悪」であり、分かりやすい「正義」によって排除できる。「覚せい剤やめますか？それとも人間やめますか？」というコピーのように、人間をやめるほどの確実な黒であるからだ。しかし、脱法ドラッグはインターネットでも自由に買えてしまう。一般の人たちが売り買いをしている現実に、分かりやすい「悪」よりも恐ろしい感情を覚えた。補助線が引かれた周縁で、さらにレベル分けが自然と出来上がっていて、補助線が引かれれば引かれるほどに、闇は生まれ続ける。
　私たちは光を求めすぎているのだろうか。そして、その「光」は本当に求めている光なのだろうか。今だけ陽が当たっている日陰の道を、歩いているにすぎないのかもしれない。

	私は、危険ドラッグの記事に興味を持った。危険ドラッグは最近こそそれが絡んだ事件が多発して危険性が注目されたが、以前は人々の意識があまり向けられてこなかったと思うからだ。「脱法」という名前は、「法で許されているのなら」という考えを持たせる。「危険ドラッグによる効果は覚せい剤と変わらないものもある」という情報を、私はテレビのニュースで危険ドラッグが話題になって初めて知った。私がこの記事に興味を持ったもう一つの理由は、危険ドラッグが、殺人などと違い「白／黒」をつけても、白の範囲の中で新たな危険ドラッグが生まれるという、いたちごっこを繰り返すタイプの問題であると改めて認識したからである。危険ドラッグを売る／売らないは個人の倫理観の問題だと思う。売人たちは危険性を認識していないことはまずないだろう。ならばこの問題は「危険なものを売って儲けるのはやめよう」と全ての売人が思わなくてはなくなるはずがない。だからこそ、規制を強化し、売る側を減らそうとするのではなく、買おうと思ってしまう危険ドラッグへの知識のない素人へ正しい知識を与えることが大切なのだと思う。

	最も興味を持ったのは危険ドラッグの方である。一つ目の理由は、当事者の立場の違いである。生活保護は貧困といった社会的弱者が当事者の話であるが、危険ドラッグの方はそうではない、きちんとした職に就き、一見生活に何の問題もない人々が関わっているからだ。お金がないわけでもない、仕事がないわけでもない人々が、違法ドラッグに対するレッテルによって脱法ハーブに向かってしまう。何か精神的なものが一般人をドラッグの世界へと導いてしまうことが興味深かった。二つ目は、自分自身にもこれからの将来、関係する可能性の有無である。生活保護の話は、正直、個人の努力次第で受給の有無を変えられるのではないかという考えが根本にあるせいか、どこか遠い話のような気がする。しかし危険ドラッグの場合、遊び感覚で使えてしまう、実際に自分自身と境遇がさほど変わらない人が使っている可能性も多いにある、そしてこれから社会に出て多大なストレスに見舞われたとき、人々の大半が誘惑にかられないという絶対的な保証があるかといえば、ないだろう。自分に身近か、そうでないかという点でこちらの記事は衝撃的だった。

	ふたつの記事を読み、私が興味をもったものは「生活保護」についてである。本文に登場した松下は借金から黒田による生活保護マニュアルを受け、その結果生活保護受給者となった。私も現在日本学生支援機構から奨学金を借り受けている。松下まではいかなくても、これも返済することが決まっている「借金」であることには違いないだろう。もしかしたら、将来自分は職に就くことができずに返済が遅れてしまうのではないだろうか。そして「ヤミ金」に手を出してしまい、そこから泥沼にハマっていくのではないか。そういう考えから、この記事に興味を抱いた。また、生活保護の現場において、松下のような「グレーな弱者」が「生活保護受給マニュアル」で金を得ているという状況を看破できていないことに驚いた。松下の場合、ケースワーカーは３分ほどで帰ったということだが、現場がそれでは本当に生活保護が必要な人にお金が回らないのではないだろうか。現場の意識を変えなければいけないと強く感じた。

	私は「危険ドラッグ」のテーマに最も興味を持った。
　１つ目の理由は、「生活保護」よりも身近な問題であることだ。タイトルにもあるように〝普通の人″が標的となってしまい、自分の周囲でこのような事件があっても好奇心旺盛な大学生ならあり得なくはない話であり、「危険ドラッグやっている自分かっこいい」とアンダーグラウンドを語りたがるような人間がいてもさほど違和感を覚えない。それだけで十分に問題であるが、現代文化や法律など様々な知識を持った優秀な学生が、その知識を武器に「危険ドラッグ」をどこまで広げることができるか、先頭を切って進めていくことも考えられる。本当に優秀な学生ならその危険性が分かって当然ではあるが、「危険ドラッグ」は若者が標的にされる非常に身近な問題であると感じた。
　２つ目の理由は、「危険ドラッグ」はより多くの人に迷惑や危険を及ぼすという点にある。実際に「危険ドラッグ」を使用したことがきっかけとなった事故が多発している。これ以上の犠牲者を出さないためにも、より早急に解決すべき問題であると考える。

	私が最も関心を持ったのは「生活保護」に関する記事である。
まず、生活保護不正受給問題についてはもともと興味があったことが理由としてあがる。特にこの記事は、不正受給の鏡たる例である。生活保護申請のマニュアルまで存在することには驚いた。と同時に、そこまでして、たかだか月１２万ほど(彼らにとってはそれでも貴重なのか)のお金を働かずして受け取りたいのかと感心してしまった。ありきたりではあるが、生活保護の源は国民が働いてうみだした税金であるということを声を大にして主張したい。
そして、経済的、社会的弱者についての記事での展開にとても新鮮さを感じたことが二つ目の理由である。「弱者の弱者化」について、私は単に、本当に生活保護が必要で受給している人々までもが、不正受給者の存在によって偏見と非難の目で見られてしまうという問題ととらえていたが、「弱者」の内部に存在する「相対的な弱者」を排除してしまっている、という表現は私にとって新しい観点であった。

	最も興味を持ったテーマ：「生活保護」
理由(1)激安シェアハウスの話題と関連する部分が多くあったため。
貧困、グレーゾーンでカネを稼ぐといった、先の記事と関連する部分が多く、読みやすいと感じた。
理由(2)不正な手口で生活保護を受ける仕組みを知ったとき、強い衝撃を受けたため。
すべての生活保護受給者が、ヤミ金業者が絡んだ方法でお金をもらっているとは限らない。しかし、このような手口もあることに強い衝撃を受けた。脱法ドラッグのことでもそうだが、この世の中では私の知らないことがまだまだたくさんあることを思い知らされた。
理由(3)東日本大震災の被災者に関する記述があったため。
先月、震災後初めて浪江町請戸地区に入って、現状を目の当たりにしてきた。メディアが報じる被災地は、意図的であるにせよないにせよ、必ずバイアスがかかっていることを自覚しなければならないこと、自分の目で見ることの重要性を実感してきただけに、この記事がより身近に感じた。

	最も興味を持ったテーマ：「生活保護」
理由(1)激安シェアハウスの話題と関連する部分が多くあったため。
貧困、グレーゾーンでカネを稼ぐといった、先の記事と関連する部分が多く、読みやすいと感じた。
理由(2)不正な手口で生活保護を受ける仕組みを知ったとき、強い衝撃を受けたため。
すべての生活保護受給者が、ヤミ金業者が絡んだ方法でお金をもらっているとは限らない。しかし、このような手口もあることに強い衝撃を受けた。脱法ドラッグのことでもそうだが、この世の中では私の知らないことがまだまだたくさんあることを思い知らされた。
理由(3)東日本大震災の被災者に関する記述があったため。
先月、震災後初めて浪江町請戸地区に入って、現状を目の当たりにしてきた。メディアが報じる被災地は、意図的であるにせよないにせよ、必ずバイアスがかかっていることを自覚しなければならないこと、自分の目で見ることの重要性を実感してきただけに、この記事がより身近に感じた。

	私が二つの記事を読んでより気になったテーマは「生活保護」である。
その理由の一つ目は、生活保護自体は決して悪いことではないということである。人間の最低限度の生活を保障するものとして支給される生活保護。さまざまな理由によりそれに頼らなくてはならない人がいることは理解できる。問題なのはそれを不正に受給しようとする人間がいるということである。そうした不正をする人間がいることにより、生活保護へのイメージが悪くなっている印象を受けるのは私だけだろうか。真っ当な理由で生活保護を受けている人が大半だとは思うが、私たちが生活保護に関して日頃目にするのは、例えば何十万、何百万もの大金を不正に受給したというニュースであったりと、どちらかというとマイナスな面が多いような気がする。その報道は確かに間違っていないし、そのニュースだけで生活保護への固定概念を作り上げてしまうことが良くないことであることも分かってはいるが、そうしたメディアを含めた生活保護を取り巻く環境について強く関心を抱いた。
二つ目は、生活保護が対行政との問題であるということである。生活保護を申請するためには役所に行き、何らかの審査を受けて受給が決まると思う。記事の中のヤミ金の「生活保護受給マニュアル」というような、ある種ブラックな側面もあるが、危険ドラッグを売買する世界に比べたらまだクリーンであると思う。役所が申請者の本質を見抜き、本当に生活保護を必要としている人のみに手を差し出すことはできないのか、そしてそれを悪用しようとする人間を徹底的に排除する方法は果たしてあるのか、行政として、国としてどうするべきなのか少し気になる。

	

	バブルに溺れた元経営者を支えるヤミ金の「生活保護受給マニュアル」を選んだ。
こちらの記事を選んだ第一の理由として、公的扶助に興味がわいたということが挙げられる。社会保障のひとつとして、生活保護は大きな存在感を持っているが、私は恥ずかしながらその制度や不正受給問題について何も知らなかった。この記事はもちろん一例であるが、日本の各地でこうした不正受給(であるようにも見なせる事例)が起きている事実は心苦しい。適用の可否が自治体の基準によって、あるいは職員の基準や気分によってばらついているというのが、この制度の問題店なのかと感じた。第二の理由として、Kの商売のやり方に興味がわいたということが挙げられる。こうした行政の穴をついた、うまい貧困ビジネスを考えて実行している人間がいるということには脱帽である。生活保護を受給させるノウハウを与える代わりに、受給金は折半するという、単純だが合理的な商売のやり方に不快感を覚える一方で、そのノウハウに感心してしまった。

	私は「危険ドラッグ」に関するテーマに興味を持った。
なぜなら、今まで私は「危険ドラッグというからにはやはり覚せい剤等の違法薬物の常習者が法をすり抜けるための代物なんだろう」という先入観があり、今回この記事を読み危険ドラッグの使用者がごく普通のサラリーマンであったり、出回っている場所が音楽フェスの会場であったりと、あまりにも身近なところで危険ドラッグが蔓延している事実に驚愕したからだ。
また、記事を読み危険ドラッグに対する行政の対応にズレを感じたのがこのテーマに関心を持ったもう一つの理由だ。文中でも述べられているように、日本では違法とされている薬物については中等教育のうちから大変危険なモノとしての刷り込みが行われてきた。しかし近年ふと話題に上るようになった危険ドラッグについてはあまり話題として触れる機会がなくどうしても違法薬物とのイメージの対比のせいでカジュアルなものという印象がついてしまっている。また、含まれている成分が違法な覚せい剤と酷似しているにも拘わらず未だに法整備と新製品の開発がいたちごっこになっている現状も問題があると感じた。しかし、法整備のみではやはり危険ドラッグの蔓延の防止としては効果が薄いように感じる。これから必要なのは危険ドラッグの作用や依存の度合いについての正しい認識を教育の場などを通して世間に認識させることではないかと思う。

	　私はドラッグという存在に馴染みが無く、恥ずかしい話ではあるが身近な問題であるという認識が全くと言っていいほどなかった。しかし、本文の描写での副作用が恐ろしいほどにリアルであり恐怖心を抱いたこと、そして自分の認識がいかに足りなかったか自覚したことがまず一つ目の興味を持った要因である。脱法ドラッグの危険性は自らが服用する場合はもちろんあるが、その危険性に出会う事というのはそう多くはない。しかし、このような直接的な危険だけではなく本文にあるような「服用後まもなく車の運転をした者が交通事故や暴力沙汰を起こした事件」など、服用者による被害があり、それはとても身近なものであるという事を改めて認識したのた。
　また、「脱法ドラック」の問題は法で取り締まることが出来ないグレーゾーンが確かにあるということが興味を抱いた二つ目の要因である。本文の中に「『違法』の網が広がるほどに、そこから逃れた「合法」の余地も拡大するイタチごっこが続いているのだ。」とあるように、白と黒との間を潜り抜けて非としないものが確実に存在し、それを法では裁ききれない状況、またその状況に甘えてしまう人が多くいる現実に驚愕したのだ。

	危険ドラッグの記事は、その現在について実地ルポルタージュを通して述べられた後、違法／合法という差異化を曖昧にしてしまったがゆえにグレーゾーンの存在を許してしまっていることの愚を指摘するものであった。
生活保護の記事は、本来最低限文化的な生活を営むことがやむをえぬ事情により難しくなってしまっている社会的弱者に対する保護措置としてなされているはずの生活保護が、社会で働きうるだけの健康な肉体を有していながら労働の意欲がない者や、闇金に手をだし、その債務を履行しえない者に対して支給され、前者においては享楽的に散財され、後者においてはその半額を返済に充てられるだけでなく、その受給のために様々な措置を講じてさえいるという現実がルポされていた。いずれも非常に興味深い問題であるが、とりわけ僕が興味をひかれたのは前者、危険ドラッグに関する記事である。

理由のひとつとして、単純に危険ドラッグというものがどういう風に売買され、どういう風な影響を与え、どういう風な末路を用意するのかといったことがルポを通してそれなりに実感を持って理解することができ、知見が広がったことがあった。これはもちろん生活ほどについてもいえることである。
二つ目の理由として、明白な正誤の線引きに対する欲望がかえって曖昧な領域を残存せしめたということは、きわめて普遍的な問題を露呈させることであるように思われたことがある。そもそも正誤の線引きを明確に行いたいという欲望は国家のものであった。その象徴体系に、今やほとんどすべての人間が属している。受験制度、社会制度、その他もろもろの制度を通して。顔貌性を持ったものすべてを正と誤で判じ、それ以外のものはのっぺりと漂白、無化することに違和感を持たぬ彼らは、自分たちが誤ならぬことを望む。しかるに彼らの内奥に、一抹の亀裂が見える……長年の抑圧によってすっかりひしゃげた体の亀裂……深層からこみあげてくる神経症めいた衝迫と、外部から聞こえる父の「名＝否（ノン）」。そんな彼らの受け皿として、おそらく危険ドラッグは存在する。「脱法ドラッグ」、その名は彼の衝動と恐怖を共に包摂する。彼は過たず、狂うことが許される。危険ドラッグを買いに訪れる人の多くが普通のようであるのも当然である。なぜなら彼らは誰よりも模範的で、ただ少しだけ、自分に嘘をつくのが下手なだけな人間にすぎないのだ。

	当然だが私は薬物と間接的にも関わらずに生きてきたので薬物がどんなものなのか分からない。冒頭の高田氏による薬物の使用感について書かれている部分を読み、アッパー系、ダウナー系の違いはあれど薬物は多幸感をもたらすくらいのイメージしか持ち合わせていなかった私はあまりのエグさに思わず息を呑んだ。もちろん弱いものであったり使用する人間によってはあそこまでの症状が出ないのかもしれないが薬物の恐ろしさへの認識が少し変わった。
また薬物問題は有名人による使用などでニュースになることがよくある。また、ネット上には薬物でキまった人が車で事故を起こした人の動画が上がっていたりする。そこから薬物問題の広さを感じる。そういったニュースによって薬物が自身あるいは周囲の人間を破滅へと追いやってしまうといった危険性はなくとも薬物を使用した見ず知らずの人間によって我々の生活が脅かされる危険性は切に感じる。率直に言ってしまえば薬物による身の破滅は自己責任であり、個人の自由(もちろん法で規制されているが)だと思うが、そのような問題を防ぐべくやはり社会全体で薬物を根絶すべきなのであろうと感じた。

	私は「生活保護」により興味を持った。第一の理由は、「あってはならないものをあってはならないものが救う」という一種のパラドキシカルな構造に仰天したからである。ヤミ金会社が法整備などにより、借金を回収できなくなる構造、挙げ句の果てに生活保護受注マニュアルを造り上げ、商売をする構造。闇の中の切り離せない人間関係が造り上げたインフォーマルなセイフティーネット。このようなシステムの是非は問わずとも、このような構造が論理的に起こる過程に興味を持った。第二の理由は、生活保護の線引きの難しさである。様々な受注者のキャラクタリスティックやバックグラウンドを考慮すると、メディアが報道する両極的報道は全く意味を成さないと思った。法制度的な厳格なライン引きでは問題に全く対処できないと実感させられた。図解にもあったように様々な人々をどのように公正に扱うべきなのか。このようなグレーゾーンのあり方により焦点を当てるべきだと思った。（<=じゃあどうする？）

	わたしは「生活保護」の方により興味を持った。なぜなら、純粋な弱者とグレーな弱者の間に大きな壁を感じたからである。しかし、グレーという名が示す通り、実態を知る者には彼らは弱者の皮をかぶって生活しているに過ぎないようにみえるが、社会的には弱者そのものなのである。純粋な弱者を想定して作られた制度が、それによってこのグレーな弱者をつくりだしているという矛盾は重くのしかかってくる。
もう一つの理由としては、記事でとりあげられていた男性が、元は普通の人、それどころか、むしろ金銭的に成功した人間であったことだ。バブルという時代の波のせいもあるが、金銭的に成功したからこそ、金に余裕のない生活に耐えられず、生活保護の道を選んだという結果にやるせなさを感じた。
また、もう一つ矛盾を感じた点としては、政党団体やＮＰＯなどの高い意識を持っている人々の話だ。本来ならば、弱者を救う立場であるはずの人々のせいで、よりグレーな存在がはびこる事態を作り上げているという事実が、とても滑稽で残念に思えた。

	私は「生活保護」について興味を持った。理由は２つあり、そのうち最初の理由は「本来受給すべき人が受け取っているのか」という問題が興味深かったからである。今回の記事に登場する男性は一見、楽をしたいがために不正な手段で生活保護を得ているとも取れる。一方で、彼が現状そのような生活をしているということはもはや一般的な生活をして一定の収入を得ることが難しくなっているからである、というのは間違いないと考えられる。一方で、本来なら生活保護を必要としている人が世間体や手続きの煩わしさを気にして受給しないという話も出ており、かなり多面的に考察できる問題だと考えたからである。
もう１つの理由は社会の「セーフティーネット」の存在を考える上で興味深いと感じたからである。本来の自然は弱肉強食であり、弱者が生き残ることは難しい。一方で人間の社会は本来なら淘汰されてしまう社会的弱者にも生存の手段を与えることによって、社会の底辺を高くすることでより高度な社会を実現しようとするものだと考えられる。この問題を考察するにあたって、生活保護というセーフティーネットの存在とその機能は面白い話題であると感じた。

	「生活保護受給」のテーマに関心をもった。まず、大きな理由は、本記事が「純粋な弱者」に疑義を呈しているためだ。働きたいのに働けないといった、やむを得ない状況に置かれた人々を救うためにあるのが、生活保護だと思う。その社会の「好意」を逆手にとって、利用している人々がいるというのは本当に許しがたい。だが、難しいのは、そうした人々も対外的に見れば「弱者」ではあるということだ。「悪いこと」をしているからといって、その人々が野たれ死んでいい、というわけではない。自立して生きようとする意志の確認の難しさが、社会保障の難しさでもあるのだと感じた。また、「家族による福祉」の時代をもはやこれからの前提とすることはできない、と書かれている部分にも関心をもった。「健康で文化的な最低限度の生活」から人が外れてしまった場合、その責任は誰にあるのか。例えば、前問でも触れた「お泊りデイ」の問題は、そいったサービスを作る業者が悪いのか、それとも高齢者を業者に押し付ける家族が悪いのか、はたまた、蓄えがなく祖ような場所に行かざるを得ない状況をつくった当人が悪いのか。簡単には結論の出ない問題だと思った。

	　「危険ドラッグ」に興味を持ちました。まず、最初の理由は身近に起きた事件です。最近、よく脱法ハーブをすっていた人が交通事故を起こすという事件が起きています。私が住む地元でもそれが起こりました。その事件が起きるまで、テレビで取り上げられれば、取り上げられるほど、現実味が薄れていくような気がしていました。テレビに映るのは遠い見えないどこかの話という気が子どもの頃から抜けないのです。でも。地元で起こったその事件は自分の見たことのある、通ったことのある道路が映し出され、その場に見合わないほどの警察官とパトカー、そして事故車。テレビが映し出す光景は一回自分の中で本当に知っているあそこか、と疑問を呈して、自分の見覚えのある場所に擦り寄る感覚。その一回外れてからのふり幅がより自分に近づいた気がして、怖さを覚えました。ですが、危険ドラッグの情報など入ってくるものではありません。というより、入ってくる状況に身を置いたとき。「脱法ハーブ」の中に自分が入ってしまうことが怖いのです。それは、自分は決してやらないと思っていても、無理やりや一時の魔など自分でも想像のつかない事態が起こりうるからです。自分で調べることで、元々いた「白」の範囲からグレーに近づいてしまう気がするということです。これは記事にもあったことですが、２つめの理由です。ずっと「脱法」という言葉をなくし、「合法」、「違法」の２つのみにすることが望ましいと考えていました。ただ、それをすることによって、グレーで救われていた人間の行き場がなくなるということを知り、そう単純には解決できない話だと再実感できました。

	危険ドラッグの記事に最も興味を持った。まず１点目の理由はかつて脱法ドラッグとよばれたものが危険ドラッグに名前を変えたという背景が実に興味深かったからである。脱法イコール違法ではないという認識は人々に安心感を与える。違法にならないと知れば簡単に手を出しやすい。脱法ドラッグに取りつかれた者はその脱法という言葉に惑わされ手を染めてしまったと推測される。構造的には法律で規制されているドラッグとほぼ同様であるにもかかわらず、脱法という言葉がつくだけであたかもクリーンなものであるかのような錯覚を覚える。２点目の理由はドラッグにまつわるいわゆる「いたちごっこ」が延々とループすると思われるからである。ある薬物が法規制されれば、規制されていない薬物による新たなドラッグがうまれる。新たなドラッグがうまれればまた法規制が敷かれる。そしてまた法律の合間をかいくぐり新たなドラッグが世に放たれる。このようにしてドラッグビジネスは横行しつづけ、半永久的ともいうべきループがくりかえされる。したがってこのようなビジネスを根絶することは難しいと思われる。以上の理由が私がこの記事に興味を持った理由だ。

	私は「生活保護」に興味を持った。「生活保護」も「危険ドラッグ」も、「分かりやすすぎるもの」（この場合弱者や正義）の隙間にある闇のことが書かれているが、「分かりにくい弱者」が「分かりやすい弱者」よりも弱者になるという構造が気になったからである。分かりやすいところには手をつけ、分かりにくいところに手を出さないというのはあってはならないことだと思う。さらに、その闇に堕ちた者がその後闇の中で積極的に活動するというのも二つのテーマに共通することだが（買い手がバイニンになったり、不正な生活費の受給だったり）、「生活保護」の場合、「危険ドラッグ」と違って彼らが「笑って」生きているというのがもう一つの理由である。「危険ドラッグ」ではその道の者は少なからず苦しんでいるのに（それに同情するかどうかは別）、生活保護不正受給者はそれをネタにして笑うという事実に憤りを覚える。弱者だった彼らは今、ある程度満足した生活を送っているからと言って強者になったのではなく、ただの悪人になったのではないだろうか。（443字）

	「危険ドラッグ」に関する記事に興味を持った。理由は、まず「生活保護」よりも自分にとっては身近なものなのではないだろうかと考えたからである。最近ニュースでも脱法ハーブを使った人による事故が増えていて、危険ドラッグの危険性が表面化してきていることもあり、危険性の意識調査に対し危ないものだということはわかっているにもかかわらずそれを使っている普通の一般人もいるというのもあり、とても他人事のようには感じる。また、自分自身、危険ドラッグをするとどうなるかということを知らなかったが、この「危険ドラッグ」に関する記事を読んだところ、想像以上の苦しみを感じたのでこのリアルな苦しみを皆が知るべきだと思うからである。ハーブは芳香剤で普通に使われるものもあるようで、口に入れなければ売ることは法に触れないために脱法ハーブが出回ってしまっているのかもしれないと考えることから、法を逃れて売られる状況もどうすれば避けられるかを考えてみたいと感じた。

	私は「生活保護」の方に興味を持った。
理由は三点ある。
　一点目は、ヤミ金が弱者を救済したということに驚いたためである。私は、ヤミ金を、弱者を食い物にし続ける、まさしく「悪」だと考えていた。しかし、本文中では、ヤミ金が弱者に生活保護受給を支援している。彼らは受給した生活費の一部を吸い上げるという、本来ならば許されないことを行っている。しかし、一人でも多くの弱者をセーフティネットですくい上げる必要があるとするなら、強く否定することはできないのではないか。
　二点目は、生活保護「不正」受給問題に疑問を感じていたためである。メディアでは、判明した「不正」受給を批判するコメントが連日のように放映・掲載された。しかし私は、必要な人々に生活保護を行き渡らせることが重要であり、数パーセントの本来必要のない人々にお金がわたることは、仕方ないことだと考える。
　三点目は、本文中に登場した「グレーな弱者」のように、努力を怠っているように見える弱者がいるという考え方に興味を持ったためである。私は弱者の捉え方として「純粋な弱者」しか考えていなかった。
（４６６字）

	「危険ドラッグ」
元々私は大麻や覚せい剤が禁止されていることは、日本という文化コードの中にいるためだと思っており、大麻や覚せい剤そのものについてあまり危険性や嫌悪感は持っていなかった。（文中にも記載があったように、ミクロネシアのとある島で覚せい剤は日本の「酒」のように呪術・神と結びついており、酒の方が危険性が高く日本の覚せい剤のように取り扱われているという文献を過去に読んだとこがあるため。）
そのため、実際にライターが試してみた詳細が書かれた部分では、ここまでの感覚に陥るのか、とその実情に衝撃を受けた。おそらく日本で言う酒のように嗜むものではない、もっと「キマる」ために危険性を強めたものなのだろう、ということがよくわかった。
更に「脱法ドラッグ」という名称に危険性を感じなくなる人がいることにも驚いた。最近名称が「危険ドラッグ」に変わったというニュースを受け、まさか名称が変わったぐらいで影響はないだろうなどと思っていた。しかし「脱法」という言葉がついているだけで二項対立の曖昧な部分に潜り込んでいるのだと理解するのと同時に、法がどれだけ力をもっているのかわかった。

	ここでは「生活保護」の記事に興味を持ったので、コメントをしてみたい。記事中において繰り返し述べられている「グレーな弱者」についての議論は、こうした貧困の問題を取り扱う際に(自分自身も)無視しがちな視座であるように思う。貧困の問題を取り上げる際にどうしても問題になるのが「自己責任」といった言葉である。つまり、「もう少し努力すればなんとかなるのでは？」という疑問である。先週取り扱った「ホームレスギャル」についてもそうした「自己責任」という言葉が、問題をより複雑なものにしていたように思われる。この記事に興味を抱いた理由は、こうした「自己責任」という意識が、私達が無意識に想定している「純粋な弱者」から生じているものであるという点にある。自分自身の生活を省みても、生活に必要でないものに多く、時間や費用を払っているにも関わらず、貧困について議論する際には、「弱者」にはこれを許さない、というのは明らかに矛盾していると感じた。しかしこの矛盾は、現在の報道の多くが孕んでいるものであるということも同時に感じたことである。

	どちらかというと生活保護問題に興味を持てた。「弱者」という言葉からイメージされるニュアンスはこの記事で言われる「純粋な弱者」のようなもので語られることが多いことにとても納得したからである。さまざまな社会問題を扱う上で、「弱者」という言葉はよく使われる。「弱者」という言葉の中に含まれる人々の中の白黒付けられないような多様性を考えること、想像することは実態を知らないと難しい。行って実際に見てみることはできないにしても、あまりにも言葉のイメージだけで語られることが多いし、何かを語る以前に実態をある程度知ることの重要性をこの記事から学んだ。
　また、社会が弱者を包摂しようとしても、その枠からはみ出す人をより分かりづらくさせてしまう実態はなんとも複雑な印象を持った。こういう実態を知ると、社会の「グレーゾーン」はある程度受け入れなければならないのかもしれないという気になる。白黒つけようとする外圧がこのような「グレーゾーン」を見えづらくしているのならば、包摂する側ももっと柔軟な思考を持たなければいけない。包摂しようとする側に「グレーな弱者」を「あってはならないもの」として簡単に排除しようとする動きがあるのはよく考えなければならない。

	今回は「生活保護」に関して意見を述べたいと思う。「危険ドラック」も自分の知らないグレーな部分が垣間見れて驚いたが、シェアハウスと繋がる部分があるので、今回は生活保護に関して。
今回、生活保護問題に関する記事を読んで感じたことは、怒りである。
受給をされるためのマニュアルがあり、あたかもお金を与えてくれないと生活が出来ないという演技をしてまでも、生活保護費用を受け取るのは間違っていると思う。
ましては、その生活保護費用をパチンコや競馬等のギャンブル、記事にも書かれていたように、喫茶店で他人にご馳走する等の行為は受給者として資格が無いのではないかと考える。
しかし、この生活保護問題は憲法と絡んでくるため難しいところである。
日本の憲法では、それぞれに権利というものが与えられているため、その受給者にとって、ギャンブルは欠かせないものだと主張されてしまえば、そこまでである。
よって解決できる策として考えられるのが、役所の審査を確かなものとすることぐらいしか無いだろうと考える。

	私は生活保護の記事により興味をもった。その理由としては父がバブルの時代を生き、相当稼いだがその後転落していったため。また、母親が生活保護の受給者であるからである。不動産バブルに乗じて不動産経営をしていた父は当時の羽振りのよさはかなりのものであったらしいが、バブル崩壊後は記事のようになんとか収入を得る状況になってしまった。その後母の病気などもあり、生活保護世帯へとなる。高額医療費を払うために生活保護は欠かせないものであった。働きたくても働けない人と不正に生活保護を受給するものの差は見えづらいものだと私も思う。病気で働けない状況はあるものの、親類に頼れば生活保護を受けないでよいかもしれない。しかし、その理論はそれぞれの家庭状況を無視した考え方である。血縁的な関係が薄れていくことを実感していればそのような事は言えないはずだ。
孤独や貧困につけ込むヤミ金の存在はグレーゾーンの架け橋役になっており、過去も現在もそのようにして存在してきたのであろう。その存在は一方では犯罪を助長する面が見れるが、人のあり方の一つを作っている見方もできると知れた。

	危険ドラッグの記事に興味を持ちました。初めて危険ドラッグの存在を知ったのは、馬場（池袋だったかもしれません）でハーブショップの広告が設置されているのを見かけたときでした。それ以降、身の周りに潜んでいると喧伝されているのを見かけこそすれ、自分とは縁遠いものだとばかり思っていました。この記事をに関心をもったのは、危険ドラッグの現在が生々しく書いてあったためです。とくに、鍵括弧をつかってうまく規制をかい潜っている点が、すれすれのところで成立している記事だということを認識させて、切迫したものを感じました。なにごとも、知っておく事こそが有効な対処の一歩になると考えているので参考になりました。またネットとの親和性が高いことや宅配サービスがあることまであって、思っている以上にカジュアルなものになっていて、今までにない展開を見せていることに興味をそそられました。別の記事中に、闇のイノベーションという言葉が登場していましたが、漂白される部分に起こっているイノベーションには生に差し迫ったものがあって迫力があります。規制対象が明確になることによって返ってグレーな部分が生まれるということがとても意外だったというのも理由のひとつです。

	私は「生活保護」の記事に最も興味を持った。
ひとつめの理由は、私自身に生活保護の知識がまったくないことだ。生活保護の不正受給のニュースは耳にしていたが、闇金によってビジネスにまで発展していたとは思いもしなかった。金が存在する場所には、ビジネスが存在する。しかし言うまでもなく、生活保護を取りやめることは許されない。生活保護を本当に必要としている人間を困窮させることとなる。
ふたつめは、「グレーな弱者」の問題が気にかかるということだ。この「グレーな弱者」の存在は、もうずいぶん前から取り沙汰されてきたように思う。何年も前から、ニートや引きこもりと呼ばれる存在が話題になっていた。彼らを含めた「グレーな弱者」の問題は何年も取りざたされているわりには、未だに何も解決していない。ただこの記事を読んで思ったのは、彼らを救うのは国ではなく、社会の闇である場合もある、ということだ。私はこの現状を許してはならないと思っている。

	私は「生活保護」の記事に興味を持った。１つめの理由は、やはり“弱者”という大きなカテゴリーに内包される“相対的弱者”の存在からである。法制度やNPO活動によって、より貧困に見える層が優先的に保護されるのは当然のことである。それを利用して、どちらかというと弱者であるがそんなに困窮しているとも言い難いというような人々を、見るからに弱者に仕立て上げる、弱者を演じるというやり方は、人々の善意や社会構造を逆手に取った姑息な方法だと感じるとともに、こうなるのは必然だとも感じられた。２つめの理由としては、バブル崩壊の影響はこういう形でまだ現在もあるということを知ったからである。生活保護受給者はずっと貧困だったというわけではなく、バブル時代を生きてその時代のお金の遣い方を知っているからこそ、底辺に落ち切ることもできず諦めもつかず、このようなグレーゾーンに入り込み、真っ当ではないと思われる生き方をしてしまうのではないかと感じた。(409字)


